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運用報告書（全体版） 

グローバル・スマート・ 
イノベーション・オープン 

（年２回決算型） 
 

愛称：ｉシフト 

 
 

第14期（決算日：2022年12月５日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「グローバル・スマート・イノベー

ション・オープン（年２回決算型）」は、去る12月５

日に第14期の決算を行いました。ここに謹んで運用

状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年12月５日まで（2015年12月16日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式等 

運用方法 

・情報技術およびその派生分野に関連する企
業のうち、革新的技術等によって今後の成
長が期待される企業の株式等に投資を行い
ます。 

・株式等の運用にあたっては、ティー・ロウ・
プライス・アソシエイツ・インクに運用指
図に関する権限を委託します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制
限を設けません。 

分配方針 

毎年６月５日および12月５日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、経
費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。収益分配
金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て決定します。ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わないことがあります。
原則として、決算日の基準価額水準が当初元
本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分
配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合
があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当期の運用に主眼をおいたポイントをご説明さ
せていただきます。

■運用のポイント
　当ファンドは、テクノロジー企業に幅広く投資
しており、特に革新的技術を有する企業に注目し
ています。
　テクノロジー・セクターは、イノベーションが
変化に拍車を掛け、既存の業界が破壊されたり新
たな業界が創り出されたりすることがあります。
こうした創造的破壊は短期間で進展する傾向があ
り、「勝者総取り」となることがあります。勝ち
負けを見極め、常に勝ち組に投資する「変革の正
しい側にいる」ことが重要と考えています。また、
広範な投資機会の中から、厳しい環境や市場サイ
クルを乗り切れると思われる企業を見極め、リス
クとリターンのバランスに優れたポートフォリオ
の構築を目指しています。そのため、保有銘柄や
潜在的投資対象について、競争優位性や成長見通
し、経営陣の質、ビジョンの一貫性、財務体質、
持久力などを細かく分析します。こうした企業を
バリュエーション（投資価値基準）が魅力的な時
に購入したいと考えています。変化のスピードが
速く、短期的な業績に注目しがちな市場の傾向な
どから生まれる価格の歪みも積極的に利用する方
針です。

■運用環境見通しおよび今後の運用方針
　今後もインフレ動向次第では各国金融当局によ
る利上げが継続される可能性が残っているほか、
景気後退や企業の業績不振の状況によっては、世
界的に不安定な相場展開が続くことが予想されま
す。
　様々なトレンドを注意深く追い続け、先進国、
新興国の双方で、テクノロジーの急速な進歩を先
導する企業、あるいはイノベーションの恩恵を受
ける企業の見極めに注力したいと考えています。
このような環境下、ソフトウェア・サービス関連
企業、インターネット関連企業、半導体関連や
ハードウェア関連企業に注目しています。
　ソフトウェア・サービス関連銘柄では、特にパ
ブリッククラウド、次世代データベースやインフ
ラソフトウェアなどのように、競争力を持った成
長ドライバーを有し、ビジネスモデルと顧客基盤
が確立されている企業向けソフトウェア分野に注

目しています。企業のデジタルトランスフォー
メーション対応やクラウド・コンピューティング
への移行は、全体では依然として長期持続的なト
レンドの初期段階にあり、新型コロナウイルス後
も成長が続く分野の一つと考えています。また、
これらの企業は、従来のような製品・サービスの
売り切りではなく、サブスクリプションやライセ
ンス販売といった顧客が継続的に課金でき、より
安定した収益モデルを構築している点も魅力とと
らえています。景気後退の環境下では、企業のＩ
Ｔ支出も削減の対象になると想定されますが、そ
れでも、当ファンドで重視している企業向けソフ
トウェア企業は、価格決定力や高い競争優位性に
よって困難な環境を乗り切ることができると見込
んでいます。インターネット関連銘柄では、中小
企業を含めた小売業界のオンライン化によって、
顧客基盤の拡大や効率的な販売促進の実現が可能
になり、その結果、収益の拡大や収益性改善と
いった恩恵を受けると期待しています。半導体関
連やハードウェア関連銘柄では、在庫と需要に関
する先行指標が悪化するなか、慎重にみています。
ただし、半導体は中長期的にはデータセンターや
ＡＩ（人工知能）など様々な分野における先進的
半導体の需要拡大が予想されるため、基幹技術を
有し、サイクルの影響を受けにくい企業や、質が
高く、耐久力のある企業ながら株価が大きく調整
した銘柄などに選別的に投資を行っています。
　マクロ環境や増税等、企業業績に影響を与える
様々な不確定要素に留意しつつ、足元の状況より
も長期のトレンド、構造変化やライフスタイルの
変化の恩恵などに目を向け、長期的な利益成長が
期待できる銘柄を見極めることに注力しています。

ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク
ヴァイス・プレジデント - ポートフォリオ・マネジャー
アラン・チュウ, CFA

上記は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・イン
クの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(配当込み、 
円換算ベース) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

10期(2020年12月７日) 10,000 3,418 34.2 46,877.63 25.0 87.7 － － 22,492 

11期(2021年６月７日) 10,001 1,091 10.9 55,158.63 17.7 86.4 － － 33,335 

12期(2021年12月６日) 10,000 906 9.0 64,591.30 17.1 78.0 － － 34,191 

13期(2022年６月６日) 6,038 0 △39.6 61,127.14 △ 5.4 98.1 － － 20,001 

14期(2022年12月５日) 5,612 0 △ 7.1 60,497.81 △ 1.0 97.8 － － 18,108 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ACWI Information Technology Index（配当込み、円換算ベース）は、MSCI ACWI Information Technology Index（税引き後配当

込み米ドル建）（出所：ＭＳＣＩ）の基準日前営業日の指数を基準日のわが国の対顧客電信売買相場の仲値により三菱ＵＦＪ国際投信

が円換算したものです。 

（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩ

は何ら保証するものではありません。またその著作権はＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切

の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・

頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 
(配当込み、 
円換算ベース) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2022年６月６日 6,038 － 61,127.14 － 98.1 － － 

６月末 5,973 △ 1.1 58,503.14 △4.3 97.5 － － 

７月末 6,324 4.7 62,721.53 2.6 97.9 － － 

８月末 6,616 9.6 62,196.35 1.7 96.8 － － 

９月末 5,898 △ 2.3 57,443.23 △6.0 97.1 － － 

10月末 6,046 0.1 62,504.93 2.3 97.8 － － 

11月末 5,417 △10.3 59,786.31 △2.2 97.5 － － 

(期  末)        

2022年12月５日 5,612 △ 7.1 60,497.81 △1.0 97.8 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

運用経過
第14期：2022年６月７日～2022年12月５日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

（百万円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2022/６/６ 2022/８/２ 2022/９/30 2022/11/30

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 14 期 首 6,038円
第 14 期 末 5,612円
既払分配金 0円
騰 落 率 －7.1％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

基準価額は期首に比べ7.1％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米ドルが円に対して上昇したことなどが、基準価額の上昇要因と
なりました。

上昇要因

個別銘柄（MONGODB INCやATLASSIAN CORP-CL Aなど）
の株価下落などが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

第14期：2022年６月７日～2022年12月５日

投資環境について

株式市況
当期のテクノロジーセクターの株価は下
落しました。
米国を中心とした金融引き締め姿勢など
から変動の大きい展開となりました。堅
調な企業業績が好感されたことや、米国
の利上げペース鈍化への期待などから上
昇する局面があったものの、2022年８月
の米消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場予
想を上回って上昇したことや、９月の米
連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）におい
て積極的な利上げ姿勢が示されたことな
どを背景に、景気の先行き懸念が強まっ
たことなどから、期を通じてみますと、
下落しました。

為替市況
当ファンドの主要投資先通貨である米ド
ルは対円で上昇しました。
期首から2022年10月中旬頃にかけて日
米における金融政策への姿勢の違いなど
を背景とした日米金利差拡大などから米
ドルは円に対して上昇基調で推移しまし
た。その後、10月の米ＣＰＩの上昇率が
市場予想を下回ったことなどを背景に米
国金利が長期金利を中心に低下したこと
などから米ドルは円に対して下落しまし
たが、期を通じてみますと、米ドルは対
円で上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
グローバル・スマート・イノベーショ
ン・マザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行いました。実質組入外貨建資産に
ついては為替ヘッジを行いませんでした。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
日本を含む世界各国の株式等を主要投資
対象とし、情報技術およびその派生分野

に関連する企業のうち、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される企業の株
式等に投資を行いました。
銘柄選定に当たっては、オンライン通販
などのインターネット関連ビジネスで支
配的な地位を占める企業をはじめ、様々
なモノが無線通信などにより連携するＩ
ｏＴ（Internet of Things）や、クラウ
ド・コンピューティング、自動運転など
のＡＩ（人工知能）など、革新的な技術
に強みを持つ企業に注目しました。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI  ACWI  Information  Technology 
Index（配当込み、円換算ベース）です。

（％）

－8.0

－6.0

－4.0

－2.0

0.0

2022/６/６ ～ 2022/12/５

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

なお、株式等の運用にあたっては、
ティー・ロウ・プライス・アソシエイ
ツ・インクに運用指図に関する権限を委
託しています。
銘柄入替のポイントは、中核事業である
クラウド・コンピューティング事業が高
い市場シェアを獲得していることやＡＩ

と組み合わせたクラウドサービスが成長
をけん引すると判断したことなどから、
MICROSOFT CORPを新規購入しました。
業績見通しの鈍化懸念や経営陣の交代な
どを受けて、OKTA INCを全売却しまし
た。
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金を決定します。原則
として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合
には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います。（資金動向
や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせていただきました。
収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針
に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第14期
2022年６月７日～2022年12月５日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 0

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
引き続き、グローバル・スマート・イノ
ベーション・マザーファンドを主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行います。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として為替ヘッジを行いま
せん。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
引き続き、日本を含む世界各国の株式等
を主要投資対象とし、情報技術およびそ
の派生分野に関連する企業のうち、革新
的技術等によって今後の成長が期待され
る企業の株式等に投資を行います。株式
などの運用にあたっては、ティー・ロ
ウ・プライス・アソシエイツ・インクに
運用指図に関する権限を委託します。
「スマート・イノベーション」に着目し、
情報技術の業種の範疇にとどまらず多様
な業種から、ファンダメンタルズ分析に
基づいた銘柄選定を行う方針です。
足元、各国による金融引き締め姿勢など
を背景に株式市況は変動の大きな動きと
なっています。一部の大手テクノロジー
企業の決算内容が軟調であったことなど
から一部のテクノロジー関連銘柄は上値
の重い展開となっています。しかしなが

らクラウド・コンピューティングやデジ
タル技術などへの需要が高まり、テクノ
ロジーが果たす役割が増す中、革新的技
術を生み出す企業やその恩恵を受ける企
業は今後も高成長を続けるとみています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

2022年６月７日～2022年12月５日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 61 0.987 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (35) (0.576) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (24) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.016 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.016)

(ｃ)有価証券取引税 0 0.007 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (0) (0.007)

(ｄ)そ の 他 費 用 1 0.018 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.016) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 63 1.028

期中の平均基準価額は、6,131円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.02％です。

総経費率
2.02％

運用管理費用（投信会社）
1.16％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.04％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年６月７日～2022年12月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 86,961 173,000 433,471 938,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年６月７日～2022年12月５日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 23,520,040千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 33,232,787千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.70   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年６月７日～2022年12月５日) 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 3,281 102 3.1 5,407 1,195 22.1 

平均保有割合 57.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

○組入資産の明細 (2022年12月５日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 9,488,221 9,141,711 18,058,536 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年12月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 18,058,536 98.6 

コール・ローン等、その他 263,399 1.4 

投資信託財産総額 18,321,935 100.0 
 
（注） グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（30,379,585千円）の投資信託財産総

額（31,594,698千円）に対する比率は96.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝134.73円 １ユーロ＝142.06円 １イギリスポンド＝165.72円 １ニュー台湾ドル＝4.4109円 

 

  

親投資信託残高 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年12月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 18,321,935,269   

 コール・ローン等 263,398,473   

 グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド(評価額) 18,058,536,796   

(B) 負債 213,352,498   

 未払解約金 15,200,919   

 未払信託報酬 197,810,292   

 未払利息 671   

 その他未払費用 340,616   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 18,108,582,771   

 元本 32,265,229,717   

 次期繰越損益金 △14,156,646,946   

(D) 受益権総口数 32,265,229,717口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,612円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 33,123,296,886円 

期中追加設定元本額 855,931,768円 

期中一部解約元本額 1,713,998,937円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.5612円です。 
 

○損益の状況 (2022年６月７日～2022年12月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        38,183   

 受取利息 84   

 支払利息 △        38,267   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,164,591,096   

 売買益 64,914,852   

 売買損 △ 1,229,505,948   

(C) 信託報酬等 △   198,150,908   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,362,780,187   

(E) 前期繰越損益金 △12,147,793,206   

(F) 追加信託差損益金 △   646,073,553   

 (配当等相当額) (         481,260)  

 (売買損益相当額) (△   646,554,813)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △14,156,646,946   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △14,156,646,946   

 追加信託差損益金 △   646,073,553   

 (配当等相当額) (         670,199)  

 (売買損益相当額) (△   646,743,752)  

 分配準備積立金 901,935   

 繰越損益金 △13,511,475,328   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は14,156,646,946円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2022年６月７日～ 
2022年12月５日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 670,199円 

分配準備積立金額 901,935円 

当ファンドの分配対象収益額 1,572,134円 

１万口当たり収益分配対象額 0円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

④「グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の70以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中

から支弁しております。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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